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1 総則

1.1 適用範囲

本仕様書は、航空自衛隊松島基地における発動発電機の借り上げ及び撤去等につい

て適用する。

1.2 -般 共通事項

a) 本仕様書及び図面に記載してある事項のほか、公共建築工事標準仕様書、公共

建築改修工事標準仕様書に従い遺漏なく実施するものとする。ただし、本役務に

関係なき事項については適用しない。また、これらに明記なき事項については、

監督官の指示に従い実施するものとする。

b) 図面と仕様書に定められた内容に疑義が生じた場合、監督官と協議のうえ実施

するものとする。

c) 作業中は常に安全確保に留意し現場管理を行い災害及び事故防止に努める。

d) 現場の安全衛生は、現場代理人が責任者となり労働安全衛生法その他関係法令

に従ってこれを行う。

e) 災害及び事故が発生した場合は、人命の安全確保を優先するとともに二次災害

の防止に努め、その経緯を監督官に報告する。
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f) 本役務のため基地内に入門する関係者は、指定された場所以外にみだりに立入

してはならない。

g) 役務写真は、作業前、作業中、作業後、材料検査及び目視できない箇所の作業

状況、その他監督官の指示により撮影し、各 1枚をアルバムに整理し、提出する

ものとする。また、写真撮影は定点、同一方向から撮影するものとする。

h) 本役務で撮影した写真データは、CD― R又はDVD― Rに記録後、事前にウ

ィルススキャンを実施したものを提出するものとし、その後請負者は、写真デー

タを削除するものとする。

i) 作業時間は、平日の0815～ 1700を基準とする。ただし、予め監督官の

承諾を受けた場合はこの限りではない。また、夜間及び平日以外に役務を行う場

合は別に定める様式により監督官に申請するものとする。

j) 設計図書及び写真等を、本役務に使用する以外の目的で、第二者に使用させて

はならない。また、その内容を漏洩してはならない。

k) 契約相手方は、発注者から貸与された図面等を、履行完了後すべて監督官に返

納するものとする。

1) 本役務のため基地内に入門する関係者は、松島基地所定の諸規則に従って行動

するものとする。

m) 契約相手方は、他の工作物等に損害を与えないように作業するものとする。

損害を与えた場合は、速やかに監督官に報告し、契約相手方の負担において復旧

するものとする。また、第二者等に損害を与えた場合には、速やかに監督官に報

告し、契約相手方の責任において補償するものとする。

n) 緊急事態の発生に備え、予め「緊急連絡先一覧表 (様式任意)」 を作成し、監

督官に提出するものとし、一部を保管しておくものとする。

2 役務に関する要求

2.1 役務概要

a) 発動発電機 (代替)の借 り上げ

b) 発動発電機 (既設)の撤去

c)補 機電源用遮断器の更新

d) ピット蓋製作

e)燃 料配管の更新

2.2 履行期間

a)発 動発電機 (代替)の借 り上げ

1)発 動発電機 (代替)の借り上げ

令和 5年 12月 1.日 (金)か ら令和 6年 3月 28日 (木 )
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2) 発動発電機 (代替)の貸出期限 (基準)

令和 5年 12月 1日 (金)1700ま でとする。

3) 発動発電機 (代替)の引取期限 (基準)

令和 6年 3月 28日 (木)1300～ 令和 6年 3月 29日 (金)1700ま
でとする。

b)発 動発電機 (既設)の撤去

発動発電機 (代替)設置完了後から令和 6年 1月 31日 (水 )

c)補 機電源用遮断器の撤去及び新設

発動発電機 (代替)設置完了後から令和 6年 1月 31日 (水 )

d) ピット蓋製作

契約締結日から令和 6年 1月 31日 (水 )

e)燃 料配管の更新

発動発電機 (代替)設置完了後から令和 6年 1月 31日 (水 )

2。 3 履行場所

航空自衛隊松島基地 受電所 (別図第 1の とおり。)

3 役務内容

3.1 発動発電機 (代替)の借り上げ (別図第 2の とおり。)

a)発 動発電機の規格

1) 二相 3線式 6, 600V、 若しくは変圧器等を使用し、低圧を昇圧する仕様

でも可とする。

2)容 量は、1, 000kW(1, 250kVA)以 上とし、発動発電機は複数

台による接続 (自 動並列運転)を可とする。

3) 商用電源の停電に伴 う自動起動装置付とする。

4) 不足電圧、電圧確立及び遮断器投入の信号出力付とする。

5) 防寒対策用のヒーター付とする。

6) 燃料は軽油又は重油とし、漏油対策を行っているものとする。

b) ケーブル類の規格

番 号 名 称 電 圧 種 類 太  さ 数量

1 高圧ケーブル 6kV CV.又 は CVT 38sq以上 85m

2 接地用電線 600V IV 38sq以上 95m

（、
）

制御用ケーブル (停電信号) 600V CVV 1.25sq以上 110m

4 充電用 ケーブル 600V CV 5.5sq以上 100m

c) 全般

搬入、設置、撤去及び搬出は、その都度、監督官による確認を受けるものとする。



d) 搬入

搬入する際の発動発電機の燃料は、契約相手方が用意 し、満タン状態 とする。

e) 発動発電機設置

1) 設置場所は屋外 とし、強風等に耐え得るよう設置する。

2) 監督官の指定する設置場所へ運搬後、仮置きを実施 し、配置の外観及び水

平、通 り及び高さを調整する。

f)高 圧ケーブル設置

1) 基地受電所内の発電機幹線引込盤に接続する。

2) ケーブル敷設後、端末加工及び耐圧試験を実施するものとする。ただ し、工

場において端末加工及び耐圧試験実施済のケーブルを使用することを可とする。

3) 耐圧試験の成績書 (様式任意)を監督官に提出する。

g)制 御用ケーブル設置

不足電圧の発動発電機起動信号は、基地受電所内の高圧受電盤に接続する。

h) 接地用電線設置

基地受電所内の高圧受電盤に接続する。

i) 充電用ケーブル設置

基地受電所内の低圧動力盤又は低圧電灯盤配線用遮断器 (予備)に接続する。

j) ケーブル及び電線の保護

ケーブル及び電線が露出する部分については、保護管にて保護する。

k)試 験及び調整

1) 発動発電機 (代替)の試験及び調整については、発動発電機 (既設)撤去前

まで、各種動作、制御、性能の確認、不足電圧による起動及び電源切 り替え試

験を完了させるものとする。

2) 不足電圧による起動及び電源切 り替え試験実施 日については、土曜 日、 日曜

日及び祝 日を基準 とし、原則監督官の指示する日に実施するものとする。

1) 撤去及び搬出

1) 撤去時は、官側において給油するものとする。

2)搬 出後、設置場所の後片付け及び清掃等は、契約相手方の責任において実施

する。

m)資 料提出

関係官公署に対する電気事業法第 48条に基づ く工事計画書及び石巻地区広域行政

事務組合火災予防条例に基づ く届出に必要な資料を監督官に提出する。なお、必要な

資料の提出は、契約締結後速やかに実施するものとする。

件 名 1発動発電機の借 り上げ及び撤去等
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3

a)

2 発動発電機 (既設)撤去 (別図第 3～別図第 9の とおり。)

撤去名称、寸法、規格及び数量 (東洋電機製造 E500-50MT)

履行内容

ラジエータ用の電線ケーブルのみ撤去 とし、電線管は撤去 しないものとす

る。 (別図第 6及び別図第 8の とお り。 )

配管及びラジエータ撤去後の開口部には、雨水等が侵入 しないよう適切に

処置をする。

給水管の止水弁の 2次側には、漏れがないよう適切に処置をする。

撤去する蓄電池については、監督官の指示する場所に集積する。

オイル及びクーラン トの廃液は、官側で用意する廃油缶に入れ、監督官の

指示する場所に集積する。

1 支持材のあるものは、支持材 も撤去する。

1 撤去する各配管については、 1.5m程 度に切断 し、数量が容易に確認出

来るように仕分ける。

3 補機電源用遮断器の更新 (別図第 10の とお り。 )

b)

1)

、́ヽ
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5)

6)
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合 万 名  称 規 格 数 量 備  考

1 500kW発動発電機 H2742〉〈W1610〉くD3745 oノヘ
乙 口 6115-422-2518-5

，
″ 消音器 WΦ l175× D2720 nヱ、

乙 ロ

（
６ 排気管 SGP350A 2本

4 発電機制御盤 H2350〉くW800〉くD1200 2面

5 発電機盤 H2350〉くW800〉〈D1500 2面

´
０ 制御用蓄電池設備 H2350〉くW500〉〈D800 2面

7 始動用蓄電池設備 H2350〉くW700〉くD800 2面

（Ж
〕 自動監視データ処理盤 H2350〉〈W700〉〈D800 2面

Ｑ

） 自動監視変換器盤 H2350〉〈W700〉くD800 2面

10 自動監視記録装置 H1950〉くW800〉くD600 1面

11 消音器 ドレン管 SGP25A 2組

12 H6193〉くW1924〉くD1650 2基

13 冷却水ポンプ等 2糸且

14 冷却水管 SGP80A 2糸且

15 電線ケーブル 一 式

16 ミス ト管 SGP50A 2糸且

17 給水管 SGP25A 2組

ラジエータ (架台含む。 )
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a)補 機電源用遮断器の規格及び数量

＼＼ 名 称 規 格 数量 備  考

撤去 補機電源用遮断器
ノーヒューズ遮断器 (三菱電機製造)

NF100-CS(100A)ALイ寸
3個

新設 補機電源用遮断器
ノーヒューズ遮断器 (三菱電機製造 )

NF250-SV  3P(200A)AL付 3イ固 同等品又は同等品以上
の規格を可とする。

b) 履行内容

1) 撤去及び新設は停電作業とし、事前に監督官と協議のうえ、停電計画書 (様

式任意)を提出し、電気主任技術者の承認を得るものとする。

2) 撤去及び新設の作業は、土曜日、日曜日及び祝日を基準とし、原則監督官の

指示する日に実施するものとする。

3) 撤去前及び新設後にそれぞれ絶縁抵抗試験、電圧及び相回転の確認を実施

するものとし、細部は監督官の指示によるものとする。

4) 絶縁抵抗測定、電圧及び相回転の結果については、試験成績書 (様式任意)

を提出する。

3.4 ピット蓋製作 (別 図第 10の とおり。)

ピット蓋の規格及び数量

番 号 寸法 :幅 (皿)× 奥行 (m)、 厚 さ(皿 ) 取  手 数 量 備  考

１
■ 6651皿 ×600m皿、4.5m(溶角牢亜鉛メッキ) 有 8枚 縞鋼板

2 665皿 ×600皿、4.5皿 (溶解亜鉛メッキ)
缶 22枚 縞鋼板

3 665皿 ×260m、 4.5m(溶解亜鉛メッキ)
`聾

2枚 縞鋼板

3 .5 燃料配管の更新 (別図第 11～別図第 14の とお り。 )

)燃 料配管の規格及び数量等 (撤去 )

b)燃 料配管の規格及び数量等 (新設 )

a

5ェarコ _

合 万 品 名 規 格 数量 備 考

１

■ 供給管 SGP25A 41m

９
″ 返油管 SGP25A 44m

Ｒ

υ 仕切弁 25A 7個

4 フレキシブルジョイント 25A 6個

5 継手接合材 一 式

ハ
リ 配管支持金具 一 式

7 配管洗浄 一 式

（Ж
〕 産業廃棄物処分 洗浄廃液 一 式

番 号 品 名 規 格 数量 備  考

「
■ 供給管 SGP25A 55m JIS規格
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番号 品 名 規 格 数量 備 考

〔
∠ 返油管 SGP25A 61m JIS規格

3 仕切弁 25A 9個 JIS及びⅣ規格

4 フレキシブルジョイント 25A 12個 JIS規格

5 継手接合材 一 式 JIS規格

ハ
リ 配管支持金具 SS、 溶解亜鉛メッキ 一 式

７

‐ 加圧試験 一 式

8 消防署諸手続き及び検査 一 式

c)

1)

2)

3)

4)

履行内容

新設する燃料配管の設置要領については、監督官及び別途工事の発動発電機

設置との協議調整を行い、作業前に図面を提出し、監督官の承認を受けるもの

とする。

サービスタンクの燃料抜き取りは、官側で実施する。

契約相手方は配管内の燃料を回収後、官側へ引渡すものとする。

燃料配管の撤去に際しては残燃料の回収後、燃料配管内を洗浄し行 うものと

し、火気の使用を禁止する。また、回収した洗浄廃液は関係法令に従い処理を

行 う。

配管の接合については、ねじ接合を基準とし、ペース トシール剤は耐油性の

ものとする。

取付配管は、支持架台及び支持金物により確実に固定するものとする。

配管取替終了後、下表の塗装を施すものとし、細部は監督官の指示による。

「

ヽ
Эノ

塗料の種別
塗 り回数

備  考
下塗 り 中塗 り 上塗 り

調合ペイ ン ト
９

“ JIS K 5674 1種

8)加 圧試験は配管取替終了後、最高常用圧力の1.5倍の圧力で保持時間は3

0分以上とするものとする。

9) 契約相手方は、消防法第 11条に基づき、必要な所轄消防署への諸手続き及

び消防検査を遅滞なく行 うものとし、作業完了後、所轄消防署による検査を実

施した後に完了検査を受検するものとする。

10) 作業場所には、消火器等の消火設備を契約相手方で準備し、配置するものと

する。

3.6 発生材の処理等

1) 監督官の指示する発生材については、重量を計測し、書面 (様式任意)にて

ハ ヽ
0ノ

″7｀
/ノ
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提出するものとする。

2) 監督官の指示する発生材は、発生材通知書を作成し監督官が指示した場所に

運搬し、分別及び整理して集積する。

3) 発生した産業廃棄物は、関係法令に基づき適正に処分するものとし、産業廃

棄物管理票の写しを提出し、提出時に監督官による確認を受けるものとする。

7 石綿規制対応について

1) 契約相手方は、関係法令に基づき、必要な事前調査を行い、労働基準監督署

に報告等を行 うものとする。なお、官側で実施した石綿調査結果を活用できる

ものとする。

2) 官側で実施した石綿調査結果は以下の通り。

場 所 建 材 判 定 備  考

電源室及び

発動発電機

マフラー断熱材
マフラー保護材
消音材
壁の断熱材

重量の0.1%以下

4 品質保証

1) 監督・検査については、契約担当官が定める監督・検査事務処理要領に基づ

き実施する。

2) 契約相手方は、借上物品の機能及び性能が満足に発揮できることを保証する

ものとする。また、借上物品の正常使用における機能不良及び故障については、

契約相手方が保証するとともに、速やかに代替品を用意するものとする。
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図面名 発動発電機 (代替)設置場所及び電線ケーブル敷設図

図番 2/15縮尺

事務所

受電所

ブル (停 電信号 )

1階へ立下げ

高圧ケープル

道路

電線ケーブル類一覧

睡蒻函薩亜酒画匿夏正玉型皿

凡   例

魏⊃赳発電機発電機 (代 替)設 置場所

一　

　

　

　

一

１
劉
謝
Ｊ

品 名 規格 数量

高圧ケーブル 6kV CV又 はCVT38sq以 上 85m

接地用電線 600V iV38sq以 _L 95m

制御用ケー ブル (停 電信号 ) 600V CVVl.25sq以 上 110m

充電用ケーブル 600V CV5.5sq以 _L 100m

器材搬入路

発電機室

監視室

ダクト室
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国憂≡亜璽亜画■墜到
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件名 発動発電機の借り上げ及び撤去等

図面名 2階平面図 ラジエータ及び排気管撤去

縮尺 図番 6/15

ラジエー ター開口部 H:2800W:2200 0500ミ スト 口部 080

22.295

撤去一覧 (ラ ジエータ及び排気管 )

８
■
９

④ 鋼製親子開きフラッシュ戸   1/50

姿 図

＼

/
/

5.500

ouTC)UT OUT

① ①

I  N I  NI  N I  N

３
０
‘

８
０
お

８

一

Ｎ

記 号 名 称 規 格 数 量

① ラジエータ (架 台含む ) H:6193 W1924 D1650 2基

② 排気管 SGP350A 2本

に_型里_」

5.500 5.500

剛召 |▽  区7
∠全」 レ∠上ヽ  ∠_ヽ|



件名 発動発電機の借り上げ及び撤去等

図面名 2階平面図 電線ケーブル及び配管撤去

縮尺 図番 7/15

22.295

電線管
プルボ

(E51X4、 E31× 6、 E25X4)
ックス(400X300、 300X

３
■
９

撤去一覧 (電 線ケーブル及び配管 )

０
３

‘

８

，

Ｎ

80X2

5.600 5.500

ミス ト管開 口

3.000

OUT OUT OUT

冷却水管開口部 φ100× 4

I  N :  N :  N I  N

記 号 名 称 規格 数量

① 電線ケー プル

600V CV5.5mm 2_30× 2

― 式
600V CVV2min2_2CX 4

600V CVVS2mm2_2C X1 2

E5.5mm2

② 冷却水管 SGP80A 2組

③ ミス ト管 SGP50A 2組

④ 給水管 SGP25A 2組



発動発電機の借り上げ及び撤去等

図面名 立面図 発動発電機 (既設)撤去

縮尺
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０
８

‘

500X2

０
い
卜
．Ｎ
一

８
∞
‘

5.500 6.500 6.500 5.500

匡画璽壺勘玉亘巨面玉澱 ] 撤去一覧 (発 動発電機 )

８

■

０

排 気 500X2

８

０

０

器材搬入路

監視室

受配 電室

卜室 発電機室

④～⑨

言己号 名称 規 格 数量

① 500kW発 動発電機 H:2742 W1610 D3745 2台

② 消音器 W:01175D:2720 2台

③ 排気管 SGP350A 2本

④ 発電機制御盤 H:2350 1V800 D1200 2面

⑤ 発電機盤 H:2350 W800 D1500 2面

⑥ 制御用蓄電池設備 H:2350 W500 0800 2面

⑦ 始動用蓄電池設備 H:2350 W700 0800 2面

③ 自動監視データ処理盤 H:2350 W700 D800 2面

⑨ 自動監視変換器盤 H:2350 1V700 D800 2面

⑩ 自動監視記録装置 H:1950 W800 D600 1面

① ラジエータ (架 台含む ) H:6193 W:1924 D:1650 2基

⑫ 消音器 ドレン管 SGP25A 2組

⑬ 冷却水ポンプ 2組

匡面亜亜勁
=亘

巨画亜コ□ 図番 8/15

件名

入1,1気 塔
」 L

発電機室



件名 発動発電機の借り上げ及び撤去等

図面名 立面図 電線ケーブル及び配管撤去

縮尺
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一

〇

残置 電線管 (E51X4、 E31X6、 E25X4)
ス (400X300X 300X200 X l

８

∞
お

GL

6.000 5,500 5.500 4.000 4,000

匡団夏亜郵憂三
=正

麗菫醒理□

残置 電線管 (E51X4、 E31

ブ

８
■

Φ
撤去一覧 (電 線ケーブル及び配管 )

８

０

０

入排気塔

一一ぃ
∫

コ
一

目 __
〉く

器材搬入路

受配 電室

監視室

ク ト窒 発 電機室

記 号 名 称 規格 数 量

① 電線ケーブル

600V CV5.5mm2_30× 12

― 式
600V CVV2mm2_20× 4

600V CVVS2mm2_20× 2

E5 5mm2

② 冷却水管 SGP80A 2組

③ ミス ト管 SCP50A 2組

④ 給水管 SGP25A 2組

6L

5.000 10.000

図番 9/15

」 L

発電機室

E25X4)

匡面亜亜郵置三互正面薩藤轟□



件名 発動発電機の借り上げ及び撤去等

図面名 外構図

縮尺 図番 10/15
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入排気塔

器材搬入路
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O

26 000
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件名 発動発電機借り上げ及び撤去等

図面名 1階平面図 補機電源用遮断器の更新及びピッ ト蓋製作

縮尺 図番 11/15

器材搬入路

発電機室

「

‐

監視室

更新一覧 (補 機電源用遮断器 )

1~

81
01

■

※同等品又は同等品以上の規格を可とする。

製作一覧 (ピ ッ ト蓋 )

500

匝 正面 工亜 聰[霞

=I駆
罰置展互Σ亘五IIEE2工五製]EI]ヨ:亜]
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名  称 規   格 数量

撤去
補機電源用遮断器

(低 圧動力盤内 )

ノーヒューズ遮断器 NF100-CS(100A)AL付
三菱電機製造

3個

新設
補機電源用遮断器

(低 圧動力盤内 )

ノーヒューズ遮断器 NF250-SV

3P(200A)AL付  三菱電機製造
3個

名  称 規 格 (幅 X奥行、厚さ、取手 (有 ・無)) 数 量

ピッ ト蓋 (縞鋼板 )

(溶 解亜鉛メッキ)

A:665m田 ×600mm、 4.5mm、 取手 (有 ) 8枚

B:665mm× 600mm、 4.5mm、 取手 (無 ) 22枚

0: 665酬 ×260mm、 4.5mm、  取手 (無 ) 2枚

26.000 凡   例

A:ピ ッ ト蓋

蜻肋赳 B:ピ ッ ト蓋

C:ピ ット蓋

補機電源用遮断器

ダクト室

860       _ .

「

~~~¬

匡画囲理
==覆

匡壺ヨ回



件名 発動発電機の借り上げ及び撤去等

図面名 1階平面図 燃料配管撤去

OR
1号機

発電機室

2号機3号機

器材投入路

0

「

~¬

＼ Q

「

~¬

ダク ト室

８

０

０

ピット W:600 H:300

８

り
‘

几  例

供給 管  SGP25A

返油 管  SGP25A

８

Ｎ

Ｎ

８

ｏ
お

は別図第13に よる

5.500 5.500 5,500

T~
81

■

記 号 名   称 規  格 数 量

① 燃料配管 (1号 機 )

供給 管  SGP25A 23m

返油管  SGP25A 25m

仕切弁 25A
フレキシブルジョイント 25A

錮
一錮

継手接合材 ― 式

配管支持金具 ― 式

② 燃料配 管 (2号 機 )

供給 管  SGP25A 17m

返油管  SGP25A 19m

仕切弁  25A 3個

フレキシブルジョイント 25A
継手接合材 ― 式

配管支持金具 ― 式

③ 燃料配 管 (3号 機 )

供給 管  SCP25A

仕切弁  25A 1個

縮尺 図番 12/15

0

¬
~~

ヨ|

・ |

|

二__

⊂ヱ
=工
E…

匡慶面頭直玉Ⅱ配圏 順こ琵 ヱ回



件名 発動発電機の借り上げ及び撤去等

図面名 詳細図 燃料配管撤去

13/15縮尺 図番

サ ー プス タ ンク側  詳 細

撤去 撤去
返油管SGP25A

撤 去

25A

撤去

ブ ジ ン ト

撤去 撤 去

スタン

＼/
/

発動発電機ベッ ド側 詳細

撤 去

撤 去

撤 去

SGP25A

撤 去

SGP25A

撤 去

記 号 名   称 規   格 数 量

① 燃料配 管 (1号 機 )

供給管  SCP25A 23in

返 油管  SCP25A 25m

仕切弁 25A
フレキシブルジヨイント 25A 3個

継手接合材 ― 式

配管支持金具 ― 式

② 燃料配 管 (2号 機 )

供給管  SGP25A 17m

返 油管  SCP25A 19m

仕切弁  25A 3個

フレキシブルジヨイント 25A 3個

経手接合材 ― 式

配 管支持金具 ― 式

③ 燃料配 管 (3号 機 )

供給管  SGP25A lm

仕切弁  25A 1個

巨匝亘三ⅢⅢⅢ萱亜コ



件名 発動発電機の借り上げ及び撤去等

図面名 1階平面図 燃料配管新設

14/15図番縮尺

発電機室

1号機2号機

器材搬入路

5日

ダクト室

８
０
‘

ピッ H:300

０
０
い
お

几  例

供給 管  SGP25A

返油管  SGP25A

８
，

Ｎ

８

０
６

6.500
5.500

T~
81

L

ロロ睡コ壺 エロ

記 号 名  称 規   格

① 燃料配 管 (1号 機 )

供給管  SGP25A 23m

返油管 SGP25A 25m

仕切弁  25A 3個

フレキシブルジョイント 25A 4個

継手接合材 ― 式

配 管支持金具 ― 式

② 燃料配 管 (2号 機 )

供給 管 SGP25A 17m

返油管 SCP25A ,9m

仕切弁  25A 3個

フレキシブルジヨイント 25A 4個

継手接合材 ― 式

配管支持金具 ― 式

③ 燃料配 管 (3号 機 )

供給管  SGP25A :5m

返油管 SGP25A 17m

仕切弁  25A 3個

7 v+'/) tvi a.l > l- 254 4個

継手接合材 ― 式

配管支持金具 ― 式

匠歴画頭亜玉五配麗 日匡≡V皿

¬
~~

目 |

●
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件 名 発動発電機の借り上げ及び撤去等

図面名 詳細図 燃料配瞥新設

繊尺
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